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パブリックコメント等における意見対応表について 

 

１ 意見の募集期間 

令和７年１１月７日（金）～令和７年１２月８日（月） 

 

２ 実施結果 

（１）提出意見数 

個人から ２ 人 ５ 件 

団体から １ 団体 ４ 件 

合計 ３  ９ 件 

（２）意見内訳 

項目 件数 (件) 

第４章 １ 地球温暖化対策実行計画（区域施策編） ２ 

第５章 １ 基本計画の構成 １ 

第５章 ２ 分野別方針と施策の柱 ５ 

第６章 ４ CO2排出量及び気温の推移 １ 

合計 ９ 

 

（３）意見への対応区分 

項目 説明 件数 (件) 

ア：反映 
意見を受けて計画案等を修正したもの又は意見の趣旨が計画案

等に沿ったもの 
２ 

イ：参考 事業・取組を推進する上で参考とするもの ５ 

ウ：その他 意見募集の範囲と異なるもの、反映が困難なもの、質問など ２ 

合計 ９ 

 

 

３ 意見対応表について  

 

・ 頁の欄は、資料３「（仮称）次期平塚市環境基本計画（案）」のページに対応しています。 

 

番号 頁 パブコメ等 意見の概要 対応内容 対応区分 

１ 23 パブコメ 表４－２部門別の温室効果ガス（二酸化炭

素）排出量削減目標について、2013 年度比

削減量については、何かとの比ではなく、

年度実績排出量ではないか。また、▲とは、

マイナスのことか。削減量がマイナスとい

うことか。 

 

御意見を踏まえ、表４－２の

表記内容を見直しました。 

ア 

反映 

資料１ 



 

2 

 

番号 頁 パブコメ等 意見の概要 対応内容 対応区分 

２ 23 パブコメ 脱炭素（カーボンニュートラル）の説明に

ついて、CO2 の吸収量の内容として、資源

としての CO2 を積極的に活用し、環境負荷

の軽減や新たな産業育成に寄与する技術と

して重要な役割を果たすことが期待されて

いる CCU（CO2 を回収し有効利用する技

術）を追加することを提案する。 

 

御意見を踏まえ、「脱炭素（カ

ーボンニュートラルとは）」

のコラムに、CCU（CO2 を

回収し有効利用する技術）に

ついて追記しました。 

ア 

反映 

３ 

 

28 パブコメ 施策の柱１－２「建物や設備の再エネ導入

と省エネ化に取り組みます」施策（３）「一

般家庭や事業者への再エネや高効率な省エ

ネ機器等の導入促進」及び施策（４）「公共

施設等における再エネや高効率な省エネ機

器等の導入推進」について、建物の高気密・

高断熱化によりエネルギー負荷が削減さ

れ、再エネ導入及び省エネ化の効果が高ま

ることから、「建物の高気密・高断熱化の促

進」を追加することを提案する。 

 

「省エネ機器等の導入促進」

という表現から、「建物の省

エネ化」という表現に見直し

ました。 

具体的な住宅の省エネ化に

係る内容であるため、御意見

として参考にさせていただ

きます。 

イ 

参考 

４ 32 パブコメ 施策の柱１－２「建物や設備の再エネ導入

と省エネ化に取り組みます」 

※上記３と同意見 

 

「省エネ機器等の導入促進」

という表現から、「建物の省

エネ化」という表現に見直し

ました。 

具体的な住宅の省エネ化に

係る内容であるため、御意見

として参考にさせていただ

きます。 

イ 

参考 

５ 32 パブコメ 施策の柱１－２「建物や設備の再エネ導入

と省エネ化に取り組みます」について、太

陽光発電設備廃棄問題が社会問題として取

り上げられていますが、市として環境面の

問題にどのように取り組んでいくのか。ま

た、廃棄にあたり、補助金の検討はあるの

か。 

 

 

 

今後の施策の参考にさせて

いただきます。 

イ 

参考 
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番号 頁 パブコメ等 意見の概要 対応内容 対応区分 

６ 33 パブコメ 施策の柱１－４「気候変動への適応に取り

組みます」施策１２「気候変動に適応する

防災の推進」について、災害時の避難環境

の確保のみならず、熱中症予防にもつなが

るため、指定避難所となる公共施設には、

停電時でも空調が可能な高効率空調システ

ムの導入を促進する旨追加することを提案

する。 

今後の施策の参考にさせて

いただきます。 

イ 

参考 

７ 33 パブコメ 昨今の気候変動に伴い、台風や線状降水帯

の発生時には、平塚市山下１地区において

は床下浸水が高い頻度で発生しています。

その際には、人命や車両への被害を避ける

ため、住民はほぼ毎回高台へ避難を余儀な

くされています。このような状況を踏まえ、

平塚市北金目１丁目１に設置されている大

規模な貯水池と同様の施設を、しらふじ幼

稚園跡地に整備していただきたく提案しま

す。 

 

山下地区については、これま

でも、金目川からの逆流を防

ぐため、吐口の無動力ゲート

への改修や、内水排除の手段

として山下ポンプ場のポン

プ増設により金目川への排

水量を増加させるなどの対

策を行ってまいりました。ま

た、令和６年台風第 10 号に

伴う大雨の後、雨水の排水能

力向上を図るため、道路側溝

のグレーチング蓋への交換

や雨水桝の増設を実施しま

した。 

今回の貯水池（雨水調整施

設）のご提案については、貴

重なご意見として、今後の浸

水対策の参考にさせていた

だきます。 

イ 

参考 

８ 39 パブコメ 施策５－１「環境学習の充実に取り組みま

す」について、学習機会の創出等、子ども

や青少年の環境学習の促進策とあります

が、子供の森キャンプ場の使用中止、青少

年会館の廃止予定、びわ青少年の家老朽化

問題等、今までの推移と今後の予定が相反

している内容です。何らかの説明が必要と

考えます。 

環境学習の場とは、学習する

機会を作ることであるため、

必ずしも施設と関連するも

のではありません。 

ウ 

その他 
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番号 頁 パブコメ等 意見の概要 対応内容 対応区分 

９ 64 パブコメ 表６－２「平塚市の温室効果ガス排出

量の推移」のうち、農林水産業の 2022

年削減率について、2018 年、2019 年

は 2013 年度より若干高いものの、全

体的には上昇傾向であるため、何らか

の説明が必要と考えます。 

農林水産業の温室効果ガス排出量

については、企業経営の農林水産

業の従事者数が算出根拠となって

いることが、温室効果ガス排出量

の数値に影響を与えていると思わ

れます。 

ウ 

その他 

上記のほか、体裁を整えるために、素案から一部修正しています。 

以 上 


